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４年生の成長に感動① 総合的な学習の時間
４年生は、総合の学習で毎年「福祉」をテ

ーマとして、社会福祉協議会の協力のもと視

覚障がいの方や聴覚障がいの方と交流したり、

車いす体験やアイマスク体験をしたりしてい

ます。私はどの時間も様子を見に行きました

が、その学びの姿がすばらしく、指導に関わ

って下さった方々と学習後に話をすると、口

々に「一生懸命学んでいることが伝わってき

た」と話してくださいました。毎年来校して

くださる山下さんは、手話通訳の金子さんを

通して、「長年の経験から、人前で手話をすることを恥ずかし

いと思うことも多かったけれど、今日は子どもたちがとても

興味をもち、真剣に話を聞いたり、自分が覚えた手話で笑顔

で話しかけたりしてくれて、今日は手話をすることが本当に

楽しかった」と私に伝えてくださいました。

アイマスク体験も車いす体験も真剣そのもので、何のため

にこの体験をしているのか、そのことがしっかり理解できて

いることが伝わってきました。これらの体

験を通し、子どもたちは、障害をもつ方の

立場に立ったり、自分たちにできることを

学んだりすることができました。

毎年、これだけの貴重な体験や学びがで

きるのは、社会福祉協議会の皆様のおかげ

です。本当にありがとうございます。

学習後の感想（一部抜粋、修正）

・これまで、障がいのある方について考えることがあまりなかった。話を聞いてみて、生

活するときに様々な不便なことがあると分かった。そんな方々の悩みは、どうしたら少な

くなるのか、また、自分はどう行動したらいいのか、考えるきっかけになった。そんな生

活を助ける道具がいろいろあったが、道具もいいところやよくないところがある。今度ま

た調べてみたいと思った。

・これまでの学習を通して、自分たちにとって便利なものでも、障がいがある人にとって

は不便ということもあると分かりました。ここで学んだことを他の学年の人たちに伝えた

いです。また、ほかにもどのような障がいがあるかも調べてみたいです。

・もし、視覚障がいの人のＳＯＳサインを見かけたら、「困っていることはありません

か？」と言ってみる。私は、声をかけることなど、今からでも自分にできそうなことはや

ってみて、それがだめでも次に生かす。自分にできるいろいろなことを、障がいをもつ人

にも、そうでない人にも平等にしてみる。これからは地域の人たちとも仲よくしていきた

い。いろいろな工夫をして、これからもいろいろな人にやさしくしていきたい。
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４年生の成長に感動② 社会科見学
さて、社会科見学では、真剣に学ぶ姿だけでなく、「自分たちで考えて行動する」とい

った面でも、４年生の姿がすばらしく…（下のおはようボードの通りです）。

とっても元気のいい４年生ですが、担任の先生方が、３学期になって日々高学年に向け

ての声かけをしています。そのことが、このような姿につながっているのは間違いありま

せんが、そのことに加えて、普段から、やるべきときはしっかりやる上級生を見ているこ

とが大きいと思います。だからこそ、自分たちもそうしよう…、そうすべきだ、と自然に

できるようになったと私は考えています。

１ヶ月後には、このような４年生と、６年生のためにあれだけがんばった５年生が高学

年になります。次年度も、みんな楽しい御幸小になるに違いありません。

どの学年も成長してます、がんばってます！

上級生に限らず、どの学年の子たちも大

きな成長が見られます。そして、このよう

な成長を見るたびに嬉しい気持ちになりま

す。１０日の学級懇談会は、子どもたちの

１年間の成長をお伝えしますので、ぜひ、

ご参加ください。よろしくお願いします。

※これまでの「おはようボード」

（１９０日分）は、本校ＨＰで

見ることができます。→→→→


